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島根竿島策三紀暦の土性と

　　水稻発育関係について

安　　川　　伝　　朗

（昭和31年11月30日受理）
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国　繕　　　　　言

　島根果下の第三紀暦・は（j）58，000町歩で，全面積の8．7％に遇ぎないが，総耕地12，900町歩の

15・6％が之に属し，農業利用度高く，殊に島根半島に於てはその度が高い。半島第三紀暦所属

の1既緋土の土性並生産力に関しては，（2）島根果立嚢事試験場によつて調査されているが，未

耕土に就ては末だ文献が存しない。この両者間の相関度及び未耕地の性質を明にし，農業利用

上の基礎的資料を得る目的で，首題の調査を実施した。もとより試験点数が少なく，且つ不傭

の点も存すと雛も，島根果に於ける之等の関係概要を知ることができるので，薮に威績を取纏

め，報告する。本研究に当り便益を供せられた，島根果立農事試験場技官，山根忠昭氏に対し

謝意を表す。

二案駿の樹料履破芳濫

1。供試原土探集地とその言己号

　島根半島を，郡上東西方向に4分し，次の4地点の，地下1独架度の土壌を採集した。　〔〕

は暑号

〔1〕出雲市高浜〔2〕平田市国富〔3〕松江市西川津〔4〕松江市一本庄

2．土　性　調　査

　理学性は（3）淘汰分析により，化学性の酸度は，（4）板野式pH測定法によつて調査した。

3．土性と水稻発育関係及び区別

　水隅晶種は，島根果立農事試験場原睡，水稻品種農林22号を，5月20日〔3〕原土畑地に播種し，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
6月30日に1平均発育茎数4。草丈38cm苗齢63に達したものを用い・20，OOOwagn・・Potに・

（5）小野寺氏の方法により・各地の土壌を充填した。但し風乾原土は各3貫宛とした。使用肥料

は，硫安（20．5％）過酸石衣（16％）及び硫酸加里（48％）を用い，三要素一瓦当量とし，玖

の20区を設け各2区制とした。灌湖水源として，松江市水道水を使用した。



岬

a（無肥料）

b（無窒素）

c（無麟酸）

d（無加里）

e（完　　全）

　〔1〕

（高浜）

a〔1〕区

b〔1〕区

C〔1〕区

a〔1〕区

e〔1〕区

　〔2〕

（国富）

a〔2〕区

b〔2〕区

c〔2〕区

a〔2〕区

e〔2〕区

　〔3〕

（西川津）

a〔3〕区

b〔3〕区

c〔3〕区

a〔3〕区

e〔3〕区

　〔4〕

（本圧）

a〔4〕区

b〔4〕区

c〔4〕区

d〔4〕区

e〔4〕区

4水稲生育相の調査は，黄熟期に達したものより逐亥収穫し，桿長⑧穂長⑱籾重亀わら重を

測定した。

量実駿成績1

1。土　　　性

／且）化　学　性

　弘酸度，弐表の結果を得た。

　　第一表

地　区　別

P　　H

〔1〕

5．04

〔2〕

5．コO

〔3〕

5．14

〔4〕

5．79・

即ち全般に酸性で概して半島東方に於て酸度が高い。

　h組成，分折成績％第二表の如し

　　第二：表

地区別
組　成

〔1〕 〔2〕 〔3〕 〔4〕

N O．070 0．090 O．090 0．081

O O．220 O．250 0．230 0．240

Si02 35．100 32．O10 30．060 25．1OO

A1203 16．800 16．750 工6．740 16．8ユO

Fe203 12．600 13．550 コ4．650 ユ4．890

P205 0．06一 O．065 O．066 0．064

Oa－O 0．800 0．810 0．820 0．830

皿90 2．590 2．580 2．580 2．570

S　　03 0．700 0．720 O．720 0．730

K2　0 0．400 O．4コ0 0．390 O．430
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全区に亘り可溶性成分が多く・活性のアルミニューム及び鉄分を多く含むが，憐酸は徴量であ

る。地区的に一連した傾向として，石衣は東方に向つて含量少なく，鉄は之に相反する。

（2）理　学　性

　組蔵25g・乾土測定したが，合計量は若干の課差を生じた。

　　第三表

粗　　　砂

細　　　砂

徴　　　砂

粘　　　土

合　　　計

〔1〕

2．0495

4．4497

5．7249

12．7748

24．9989

〔2〕

工．4748

3．2486

6．0748

14．1746

24．9728

〔3〕

O．9481

2．2746

6．6247

ユ5．l002　　■

24．9476

〔4〕

0，201コ

0．9746

7．4248

16．3126

24．9ユ31

第三表実数を％に表はすと次の如し

　第四表
地区別

組　成
〔1〕 〔2〕 （3） 〔4〕

粗　　　砂 8．2 5．9 3．8 0．8

紬　　　砂 17．8 13．1 9．工 3．9

徴　　　砂 22．9 24．3 26．5 29．7

粘　　　土 5コ．1 56．7 60．O 65．6

合　　　計 ユ00 1OO 1OO 工OO

全区共埴土に属するが・半島を東す予に從い・土壌が徴紬である・

a地区別の水稻発育相

・測定実数及び〔3〕θを標準とする，比較値は第五表の如し

　　第五表
~~:i~~1J ~:~~I~~IJ ~~ ~ ~~; ~~ ~~: ~ ~~l: ~: ~~~: ~I~ C rl~L Crll gr ~,e,r 

a 4. l 39.8 10.5 6 . O1 5 . 09 

b
 

4.8 40. l 12.5 8 . 90 9 . 85 

1~L~lj C1) c
 

5.4 57.6 16.6 12.40 l 7 . 68 

d
 

7.5 68 . s 16.9 20 . 10 26 . 33 

e
 

8.1 70.0 19.8 25 . 60 30 . 96 

a 4.2 40 . 1 l0.7 6 . 37 5 . 66 

b
 

4.9 40 . 3 12.5 9.81 1 O . 08 

C2] c
 

5.4 57 . 6 16.2 1 3 . 60 17 . 90 

~ 
d
 

7.5 69. l 17. l 21 . OO 26 . 88 

e
 

8.2 70 . 5 20. l 23 . 91 31 . 56 
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'.l 4.3 41 .4 16.8 6 . 50 6 . 40 

b
 

4,9 41 .O 12.6 10.20 10.19 

C5) c
 

5.5 57 . 5 16. 7 13 . 29 1 8 . 50 

d
 

7.7 70 . 6 17.4 21 . 20 27 . 46 
~
~
 e

 8.7 71 . O 20 . 5 24 . 80 34 . 90 

a
 4.4 42 . O l0.8 6 . 50 6 . 41 

b
 

4.9 42.3 12.9 l0.11 10 . 20 

C4) 'c 5.6 55.8 16.:5 l 3 . 32 18.01 

d
 

7.9 73 . 5 18 . 1 21 . 70 28 . 38 

e
 

9. l 71 . 2 20 . 4 24 . 7 l 35 , 09 

a 47 56 51 24 14 
b
 

55 56 61 56 28 

C1] c
 

62 81 81 50 51 

d
 

86 96 82 81 75 
e
 

93 99 97 95 89 

~i~~ 

a
 48 57 52 25 16 
b
 

56 57 61 59 29 

J: C2~ C
 62 81 79 55 51 

d
 

86 97 83 84 77 
e
 

94 99 98 96 90 

~b 
a 50 58 53 26 18 

b
 

56 58 61 41 29 

~~ !Cs) c
 

65 81 81 55 53 
d
 

89 99 84 85 79 

e
 

l OO l OO l OO 1 OO lOO 
~~: 

a 50 59 s3 25 18 
b
 

56 60 63 41 29 

(4) c
 

64 79 80 54 51 

d
 

91 104 88 89 81 

e
 

l 04 100 99 100 101 

　全地区を概観すると，無肥区の種子生産憤は，24～26で，最も低く，且つ地区差が狭い。無

窒素区では，36～41で，前者に比し，梢ミ高く地区差が梢ミ広い。無燐酸の場合は，50～55

で，無窒素に比し，生産力が若干大きいが。地区による相違が少ない。無加里区にあつては，

81～89で，生産力が以上各区の中で最高である。猶一般的に，西部の地力が低く。水稲発育

が倭性であつた。

囚　考　　　　　轟

　以上島根半島第三紀暦分布代表地の，未排土に就いて。その土性並に水稲品種農林22号の生

育相に関する調査を施行した。その戒績によると，土壌酸度は，5．04～5．79で，明な酸性反応

を呈し1東方に至るに従ひ酸度が高まる。されど水稻発育に対しては，寧ろ（6）最適濃度の限界

内にある。
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　H　土壌P冴は5．04～5．79で，東するに從い酸度が強い。されど水稻発育最適濃度隈界内

にある。

　H　化学的組成分は，可溶性成分が多く，活性のアルミニウム⑧鉄に富み，燐酸は微量であ

る。分布的傾向として，石次は東方に少なく，鉄は之に相反し，土壌反応の主因をなすもの㌧
’如し。

　目　土壌の理学的組成より埴土に属し，東方に進むに従い粒子微綱となる。

　四）水稻生育相の中，子実生産度は，東部に於て高い。無機養分中，加里の含量は多いが，

燐酸は少ない。

　（封　既耕土にあつては，可給態燐酸量は多しと認められているが，未耕土に於ては之に反す

る結果となつた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　引　周　焚　離

　（1）島根県立農事試験場：耕地調査資料第一号　　　　　　　昭和23年4月

　（2）島根県立農事試験場：島根県市町村別地力調査並分析表　昭和10隼4月

　（3）青峰垂範：新撰土壌実験法　　　　昭和25年6月
　（4）東大農挙部農芸化挙教室：実験農芸化挙

　（5）小野寺伊勢之助：肥料学綱要　　　　　　　　　昭和16年4月

　（6）・麻生慶次郎：主壌の反応と水稲の収量（松木五楼作物の肥培昭和25年1月）

　（7）永丼威三郎：実験作物栽培各論第一巻　　昭和24年8月


